
報告第４６号 

 

東広島芸術文化ホールネーミングライツ公募について 

 

 

１ 概要 

くらら内の一部施設にネーミングライツの公募を実施し、くららを利用する市民団体等の利用者が負

担する技術者や備品代等、利用にかかる料金の負担軽減に充てる財源とする。 

 

 

 

 

２ ネーミングライツについて 

 スポーツ施設や文化施設などに、スポンサー企業の社名やブランド名を名称として付与する権利で、

「命名権」とも呼ばれている。 

・日本では 2000 年代前半から導入され、その範囲は、スポーツ施設や文化施設、歩道橋などに及んで

いる。 

・施設の管理者側には、命名権を販売することにより収入が得られるメリットがあり、命名権を購入す

る企業にとっては、命名した名称が露出する機会を得られ、宣伝効果のほか、企業の地域貢献・社会貢

献によるイメージアップが見込まれる。 

・県内類似施設では、広島文化学園ＨＢＧホール（広島市）、ＪＭＳアステールプラザ（広島市）、上野

学園ホール（広島市）があげられる。 

 

３ スケジュール 

 平成３０年 7月から 8月にかけてネーミングライツの公募を実施する予定。 

 ※契約後、一定の周知期間と、館内の表示変更や関係パンフレット等の準備が必要。 

 平成３０年度 平成 31 年度 

4 月 1日～ 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

ネ ーミン

グライツ 

導入 

             

くらら 

指定管理 

            第 2 期 

指定管理期間開始 

（Ｈ36.3．31 まで） 

 

公募仕様

の検討 

市内業者 

ヒアリング 
公募 

次期指定管理者決定 
次期指定管理者の

公募・選定 

審査

決定 契約 印刷物の作成 

案内表示の変更・掲示物の作成 

命名権 

使用開始 

くららのネーミングライツ導入については、正式名称と愛称の「東広島芸術文化ホール くらら」

はそのままで、くらら内の部屋（大ホール、小ホール、サロンホールなど）をネーミングライツ

導入の対象施設とする。 
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います。御社がどのような事業をくららと協働・連携して実施してみたいかなどについて、お考えを 
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Mazda Zoom-Zoom スタジアム広島 広島文化学園ＨＢＧホール 

5-Days こども文化科学館 ヌマジ交通ミュージアム 

 

出典：兵庫県立芸術文化センターホームページ 

参考資料 

兵庫県立芸術文化センター（兵庫県西宮市） 

施設全体の名称にはネーミングライツを導入せず、施設内の大ホール、中ホール、小ホールにネーミング

ライツを導入している。 

正式名称：広島市民球場 正式名称：広島市文化交流会館 

正式名称：広島市こども文化科学館 正式名称：広島市交通科学館 
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